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研究の説明  
１ 研究の目的・意義・予測される研究の成果等 

免疫は多くの種類の細胞が調和して働き，私達の体をウイルスなどの外敵から守っ

てくれるシステムです。その調和が乱れ，免疫細胞がいたずらに暴れてしまうしまう

こと（免疫の暴走と呼ばれます）で様々な病気が引き起こされます。例えば流行中の

新型コロナウイルス感染症でも免疫の暴走が起きてしまうと重症の肺炎となり，非常

に危険な状況に陥ります。こうした免疫の暴走を起こしやすい方，反対に起こしにく

い方を簡単な方法で見分けることができれば，患者さんへのより良い治療の提供や，

医療現場の負担を減らすことに繋がり，様々なメリットが期待されます。私達は，血

液中を流れる血液・免疫細胞に注目し，新たな角度から検査法を開発することを計画

しています。この検査法によって，免疫の暴走しやすさを見分けること，またその暴

走を早期に食い止める方法の発見に繋がることを期待しており，またその成果は肺炎

の重症化予測だけでなく，リウマチなどその他の免疫難病の診療にも役立てることが

できると考えています。 
 
２ 使用する献血血液の種類・情報の項目 

献血血液の種類：全血（規格外），検査残余血液（全血），白血球除去工程後フィル

ター 
献血血液の情報：血液型 

 
３ 献血血液を使用する共同研究機関及びその研究責任者氏名 

共同研究機関はありません 
 
４ 研究方法《献血血液の具体的な使用目的・使用方法含む》 

献血血液のヒト遺伝子解析：■行いません。 □行います。 

《研究方法》 
ご提供いただいた血液に処理を加えて関心のある免疫細胞が調べやすいように調製

します。ひとつの方法は幹細胞とよばれる免疫細胞の元になる細胞，他の方法では T
リンパ球を標的にします。これらの細胞はそのままの状態で，あるいはお皿の上であ

る種くすりのようなもので刺激を加えた後で，検査に使用します。フローサイトメト

リーという方法を使って，細胞が持っているタンパク等の多い，少ない，あるいは作

れるタンパク等の多い，少ないを一度にたくさんの情報と共に調べることを試しま

す。いただいた細胞の遺伝子情報を細かく調べる研究（生まれつきの設計図を読み解

く作業）は行いません。この研究では，血液を巡っている非常に少数の幹細胞に，免



 

 

 

疫の暴走を起こしやすい，あるいは起こしにくい性質が眠って刷り込まれている，と

いうことを仮定しており，今までに例のない新しい方法の開発に挑戦することになり

ます。それだけに技術的な困難も予想されますが，実現は可能と考えています。 
 
５ 献血血液の使用への同意の撤回について 

研究に使用される前で、個人の特定ができる状態であれば同意の撤回が出来ます。  
 
６ 上記５を受け付ける方法 

「献血の同意説明書」の添付資料の記載にしたがって連絡をお願いします。 
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